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１　公立高等学校形態別一覧（令和４年度）
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（注）１ ◆は定時制単置校、★は全日制・定時制併置、●は通信制･単位制併置校を表す

　　  ２ 職業学科を設置している学校数は68校

　　　　 （農業22、工業16、商業32、水産3、家庭4、看護2、福祉1）

　　  ３ 総合校とは、２つ以上の大学科を設置する学校を表す。

　　　４ このほかに登別明日中等教育学校、札幌開成中等教育学校が設置されている。
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２　公立高等学校学科別学校数（令和４年度）

＜道立＞

普通科 理数科 外国語科 体育科 農業科 工業科 商業科 水産科 家庭科 看護科 福祉科 総合学科

98 9 4 9 2 1 1 16
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114 2 1 0 15 9 21 3 2 1 1 16

13 6 2

9 5 1 1 1 4 1 1

22 5 1 1 0 7 6 0 1 1 0 0

1 1

1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

98 9 4 9 2 1 1 16

17 2 1 6 5 13 1 2

115 2 1 0 15 9 22 3 2 1 1 16

13 6 2

9 5 1 1 1 4 1 1

22 5 1 1 0 7 6 0 1 1 0 0

111 0 0 0 9 10 11 2 0 1 1 16

26 7 2 1 6 6 17 1 3 1 0 0

137 7 2 1 15 16 28 3 3 2 1 16

＜市町村立＞

普通科
数理ﾃﾞｰﾀ
ｻｲｴﾝｽ科 工芸科 農業科 商業科 家庭科 総合学科
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0 0 0 0 0 0 0

4 4

4 0 0 4 0 0 0

15 1 7 2 1 2

3 1 2
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3 1 0 0 2 0 0
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（注）１ 本資料で、全定併置とは全日制・定時制併置校、全定単置とは全日制単置校又は定時制単置校を表す。

　　　２ このほかに登別明日中等教育学校、札幌開成中等教育学校が設置されている。
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３　職業に関する学校等の状況（令和４年度）

(1) 農業に関する学科

ア　農業教育の目指すもの

イ　各学科の特色（本科）

ウ　各学科の特色（農業特別専攻科）

　農業は、国民生活に必要な食糧を安全で安定的に供給することと、生徒の中に健康と安らぎを
与える自然環境緑化や治山、治水等による国土の保全を担うなど、国民生活の基盤を培うという
重要な役割がある。
　農業教育においては、農業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことな
どを通して、農業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得し、農業や農業関連産業
を通じて、地域や社会の健全で持続的な発展を担う職業人として、必要な資質・能力の育成をね
らいとしている。
　なお、全日制、定時制の課程があるほか、高度の経営能力を身に付けることを目標とした専攻
科を設置しており、それぞれの特色は次のとおりである。

生 産 技 術 科

アグリビジネス科

生 産 環 境 科 学科

学　　科 特　　　　色

　農業経営者としての資質を養うため、食用作物、園芸作物の栽培、資源循環型の農業経
営及び農業経済に関する知識と技術を学習する。

農 業 科

園 芸 科

農 業 科 学 科

園 芸 科 学 科

園 芸 デ ザ イ ン科

園 芸 福 祉 科

　農業経営者及び地域産業人としての資質を養うため、農産物の生産、加工、流通及び地
域経済に関する知識と技術を学習する。

地 域 農 業 科

　畜産・酪農経営者としての資質を養うため、家畜の飼育、飼料作物の栽培、資源循環型
の農業経営及び農業経済に関する知識と技術を学習する。

食 品 科 学 科

フードシステム科

食 品 ビ ジ ネ ス科

地 域 資 源 応 用科

畜 産 科 学 科

酪 農 科 学 科

酪 農 経 営 科

森 林 科 学 科
　森林の生物・環境資源を育成する技術者としての資質を養うため、森林のバイオマス生
産や利用、資源循環型環境保全及び森林経営に関する知識と技術を学習する。

生 活 科 学 科
　生活の質の向上や健康の改善を図るため、農畜産物や農畜産物を主原料とする加工食品
の流通、生物資源の活用及び農業経済に関する知識と技術を学習する。

生 産 科 学 科
　農業経営者としての資質を養うため、農畜産物の生産並びに農畜産物の加工及び流通に
関する知識と技術を学習する。

農 業 ・ 生 活 科

　食品製造技術者としての資質を養うため、農畜産物を中心とする原料の生産、食品の加
工や貯蔵、品質管理及び食品衛生に関する知識と技術を学習する。

農 業 土 木 工 学科
　農業土木技術者としての資質を養うため、土地改良、水資源や太陽エネルギー資源の利
用及び農地整備に関する知識と技術を学習する。

環 境 造 園 科
　造園経営者や造園技術者としての資質を養うため、目的や環境に応じた造園空間の設
計、施工、管理及び生態系を重視した環境創造に関する知識と技術を学習する。

　農業科と生活科学科の性格をもつ複合的な学科でコース制によりそれぞれの学習をす
る。

特　　　　色

園 芸 科 学 科 　高等学校卒業後、農業経営を行う者に対し、より高度な農業教育を施し、近代的農業経
営者としての高い教養と専門的知識や技術を学習する。酪 農 経 営 科

緑 地 観 光 科
　農業自営者としての資質を養うための農業経営や緑地をベースにした観光業務に関する
知識と技術を学習する。

農 芸 科 学 科
　農業経営者、技術者としての資質を養うため、園芸作物の栽培並びに農産物の加工及び
流通に関する知識と技術を学習する。

農 業 福 祉 科
　農業自営者としての資質を養うための農業経営や福祉業務に携わる職業人として必要な
知識と技術を学習する。

学　　科
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他

の

学
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① 1 1 1 1 1 1 1
② 1 1 1 1 1 1 1
③ 1 1 1 1 1 1 1
① 1 商1
② 1 商1
③ 1 商1
① 1
② 1
③ 1
① 1 1 家1
② 1 2 家1
③ 1 2 家1
① 1
② 1
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① 総1
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③ 1
③ 1
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① 1 1 1 1 1
② 1 1 1 1 1
③ 1 1 1 1 1
① 1 1
② 1 1
③ 1 1
① 1 1
② 1 1
③ 1 1
① 1 3 1
② 1 3 1
③ 1 3
① 1 1
② 1 1
③ 1 1

R5 生産環境科
学・地域資源応用
→未来農業

R5から名寄高校と
再編統合のため募
集なし

併設学科

1
空
知

道 全 岩見沢農業

設 置 学 科

番
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管
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課
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学校名

3 〃 〃 〃 新十津川農業

2 〃 深川東

6 〃 町 定 ニセコ

5
後
志

〃 〃 倶知安農業

4
石
狩

〃 〃 当別

8 〃 〃 定 留寿都

7 〃 村 定 真狩

〃 〃 大野農業

10
日
高

道 全 静内農業

9
胆
振

町 全 壮瞥

17
オ
ホ

〃 〃 美幌

16
留
萌

道 全 遠別農業

農業特別専攻科は
「園芸科学科」

15 〃

12
上
川

〃 〃 旭川農業

11

21 〃 町 〃 士幌

町 定 幌加内

14 〃 〃 〃 富良野緑峰

13 〃 〃 〃 名寄産業

〃 〃

学
年

全

渡
島

〃 〃 〃 更別農業

19
十
勝

道 全 帯広農業

18 〃 町

定

大空
R3 女満別と東藻
琴が統合し「総合
学科」

※ニセコ、真狩、幌加内、大空は４年生の在籍生徒なし

備考

農

業

特

別

専

攻

科

23 〃 町 〃 中標津農業

22
根
室

道 〃 別海
農業特別専攻科は
「酪農経営科」

20
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(2) 工業に関する学科

ア　工業教育の目指すもの

イ　各学科の特色

工業教育は、工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通し
て、ものづくりを通じ、地域や社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を
次のとおり育成することをねらいとしている。

今日、我が国の工業においては科学技術の進展、産業のグローバル化、情報技術の技術革新の開
発が加速するなど、工業における専門的な知識・技術も変化するとともに高度化している。また、
安全・安心な社会の構築、職業人としての倫理観、環境保全やエネルギーの有効な活用などが強く
求められていることから、本道の工業教育においては、技術の高度化や情報技術の発展等への対応
に関する学習、環境問題や省エネルギーに対応した学習の充実を図るなど、ものづくりを通して、
地域や社会の健全で持続的な発展を担う職業人を育成に努めている。

工業科を設置する各学校においては、生徒の進路希望に対応した教育課程の編成・実施に努める
とともに、工業教育全体を通して、ものづくりへの興味・関心を高め、安全意識の高揚を図るとと
もに、工業技術者として必要な勤労観、職業観の育成を図ることが必要である。

学　　科 特　　　　色

機 械 科 　製鉄、電気機器、機械製作、メカトロニクスによる工業生産などの各分野の業務に従事
するために必要な機械工業や関連分野に関する専門知識や技術を学習する。電 子 機 械 科

電 気 ・ 建 築 科 　電気系コースと建築系コースに分かれて各々の学習をする。

建 設 科
　建築系コースと土木系コースに分かれて各々の学習をする。

建 築 ・ 土 木 科

建 築 科
　住宅、マンション、学校、病院、事務所などの設計や現場での施工管理、空気調和や給
排水衛生設備などの設備機器の設計、施工、管理などができる技術者に必要な専門知識や
技術を学習する。

電 気 情 報 工 学 科

電 気 科
　電気、電子、コンピュータなどの各分野の業務に従事する技術者を養成するため、電
気、電子に関する回路理論や各種の電気・電子機器装置の構造、取扱いなどの専門知識や
技術を学習する。

電 気 シ ス テ ム 科

機 械 電 気
シ ス テ ム 科

　機械、電気、コンピュータなどの各分野の業務に従事する技術者を養成するため、機械
製作、電気・電子回路理論などの専門知識や技術を学習する。

機 械 ・ 建 築
シ ス テ ム 科

　機械系コースと建築システム系コースに分かれて各々の学習をする。

情 報 技 術 科

　工業技術に関する基礎的・基本的な知識と技術を学習する。

建 設 シ ス テ ム 科
　建設、土木、コンピュータなどの各分野の業務に従事する技術者を養成するため、住宅
などの設計、土木工事の計画や設計、施工、管理などの専門知識や技術を学習する。

理 数 工 学 科 　科学や数学を応用した工業生産に関する専門知識や技術を学習する。

土 木 科 　環境に配慮しながら、都市開発、地下資源開発や道路、鉄道、橋、水道、港湾などの土
木工事の計画や設計、施工、管理などができる技術者に必要な専門知識や技術を学習す
る。環 境 土 木 科

工 業 化 学 科

環 境 化 学 科

　肥料、染料、医薬、プラスチック、合成ゴム、石油、化学製品などの化学工業におい
て、製造、運転、管理、研究、技術、サービス、公害処理、環境保全などができる技術者
に必要な専門知識や技術を学習する。

工 業 技 術 科
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エ　設置学科・学級数

機

械

機

械

電

気

シ

ス

テ

ム

機

械

・

建

築

シ

ス

テ

ム

電

子

機

械

電

気

電

気

シ

ス

テ

ム

電

気

情

報

工

学

電

気

・

建

築

情

報

技

術

建

築

土

木

建

設

建

設

シ

ス

テ

ム

環

境

土

木

建

築

・

土

木

工

業

化

学

環

境

化

学

理

数

工

学

工

業

技

術

普

通

科

他

の

学

科

① 1 1

② 1 1

③ 1 1

① 2 2 2 2

② 2 2 2 2

③ 2 2 2 2

① 1 1 1
② 1 1 1
③ 1 1 1
④ 1 1 1

① 2 2 2 2

② 2 2 2 2

③ 2 2 2 2

① 1 1
② 1 1
③ 1 1
④ 1 1

① 1 2 外2商3

② 1 2 外2商3

③ 1 2 外2商3

① 1 1 商2

② 1 1 商2

③ 1 1 商2

① 1
② 1
③ 1
④ 1

① 1 1 1 1

② 1 1 1 1

③ 1 1 1 1

① 1 1 1 1 1 1

② 1 1 1 1 1 1

③ 1 1 1 1 1 1

① 1
② 1
③ 1 1
④ 1 1

① 1 1 1 1 1

② 1 1 1 1 1

③ 1 1 1 1 1

① 1
② 1
③ 1
④ 1

① 1 1 1 1 1 1

② 1 1 1 1 1 1

③ 1 1 1 1 1 1

① 1 1
② 1 1
③ 1 1
④ 1 1

① 1 農1家1

② 1 農1家1

③ 1 農1家1

① 1 農3商3

② 1 農3商3

③ 1 農3商3

① 1 4 商1

② 1 3 商1

③ 1 4 商1

① 1 1 1

② 1 1 1

③ 1 1 1

① 1 3 商1

② 1 3 商1

③ 1 3 商1

① 1 1 1 1

② 1 1 1 1

③ 1 1 1 1

① 1 1 1 1 1

② 1 1 1 1 1

③ 1 1 1 1 1

① 1
② 1
③ 1
④ 1

4 〃 〃 全 札幌国際情報

全

1
空
知

道 全 滝川工業

3 〃 〃

全

札幌琴似工業

定

2
石
狩

〃

名寄産業
R5から名寄高校と再
編統合のため募集な
し

6
胆
振

〃 全 室蘭工業

〃

全

小樽未来創造

定

5
後
志

9
上
川

〃

全

旭川工業

定

7

10 〃 〃 全

16
釧
路

〃

14 〃 〃 全

釧路工業

定

全

15
十
勝

〃 全 帯広工業

紋別

富良野緑峰

12
留
萌

〃 全 留萌

13
オ
ホ

〃 全 北見工業

11 〃 〃 全

定

札幌工業

学
年

設 置 学 科 併設学科

備考

番

号

管

内

設

置

者

課

程

学校名

〃 〃

全

苫小牧工業

定
R3　機械・建築→工
業技術

8
渡
島

〃

全

函館工業

定

6



(3) 商業に関する学科

ア　商業教育の目指すもの

イ　各学科の特色

流 通 経 済 科
　国内の流通業務に従事するため、マーケティングやコミュニケーションに関する内容を中
心に学習する。

流 通
ビ ジ ネ ス 科

　流通やビジネス活動に従事するため、マーケティングやコミュニケーションを中心に、流
通や販売に関する内容について学習する。

国 際 経 済 科
　国際的な流通関連の業務に従事するため、国際取引におけるマーケティングや外国語によ
るコミュニケーションに関する内容を中に学習する。

商 業 科
　流通や販売、経理、事務など商業の各種業務に従事するため、商業の各分野に関する内容
を幅広く学習する。

商業教育は、商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通し
て、ビジネスを通じ、地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な
資質・能力を育成することを目指している。

また、マーケティング分野、マネジメント分野、会計分野、ビジネス情報分野の各分野につい
て、「体系的・系統的に理解や、関連する技術を習得させること」や、「ビジネスに関する課題を
発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養うこと」、「職業
人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、ビジネスの創造と
発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養うこと」が必要である。

商業に関する学科を設置する学校においては、各学科の目標に応じて、生徒の進路希望や適性な
どを踏まえ、柔軟な教育課程を編成することが大切である。

学　　科 特　　　　色

総 合 ビ ジ ネ ス 科
　流通業務やビジネスの各種業務に従事するため、マーケティングやコミュニケーションを
中心に、商業の各分野に関する内容を幅広く学習する。

グ ロ ー バ ル
ビ ジ ネ ス 科

　国内はもちろん国際社会におけるビジネス活動に従事するため、外国語、会計、情報を中
心に商業の各分野に関する内容を幅広く学習する。

会 計 ビ ジ ネ ス 科
　企業の経理や営業業務に従事するため、会計処理の実務やＯＡ機器を活用した経理、営業
や販売に関する内容を中心に学習する。

情 報 処 理 科
　企業の情報処理業務に従事するため、コンピュータによる情報処理や情報通信ネットワー
クの活用に関する内容を中心に学習する。

情 報 ビ ジ ネ ス 科
　企業の情報処理や営業業務に従事するため、コンピュータによる情報処理、情報を活用し
た営業や販売に関する内容を中心に学習する。

国 際 流 通 科
　国際間における流通関連の業務に従事するため、国際取引におけるマーケティングや外国
語によるコミュニケーションを中心に、国際流通に関する内容を学習する。

国 際 ビ ジ ネ ス 科
　国際間の営業や販売業務に従事するため、国際間におけるマーケティング活動や外国語に
よるコミュニケーションを中心に、国際間の営業活動に関する内容を学習する。

会 計 科
　企業の経理業務に従事するため、会計処理の実務や財務諸表の分析、ＯＡ機器を活用した
経理に関する内容を中心に学習する。

事 務 情 報 科
　企業の事務処理業務に従事するため、コンピュータによる情報処理、ＯＡ機器を活用した
事務に関する内容を中心に学習する。

流 通
マ ネ ジ メ ン ト 科

　流通に関する分野についての知識と技術を習得するため、流通及び販売における経営資源
の最適化に関する活動を中心に学習する。

情 報
マ ネ ジ メ ン ト 科

　ビジネス情報分野についての知識と技術を習得するとともに、グローバル社会において必
要とされる高度な専門性とマネジメント能力を中心に学習する。

未 来 商 学 科
　商業の基礎を学ぶとともに、会計・情報・国際の各コースを選択して実践的な知識・技術
を学習する。

情 報 会 計
マ ネ ジ メ ン ト 科

　情報及び会計に関する各分野についての知識と技術を習得するため、情報処理及び情報を
活用した会計における経営資源の最適化に関する活動を中心に学習する。

地 域 産 業
ビ ジ ネ ス 科

　商業に関する各分野についての知識と技術を習得するため、地域産業やビジネスの諸活動
に関する内容を中心に学習する。

情 報
ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 科

　企業のコンピュータやネットワークを活用した業務に従事するため、ネットワークやマル
チメディア、コミュニケーションに関する内容を中心に学習する。
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エ　設置学科・学級数

商

業

総

合

ビ

ジ

ネ

ス

グ

ロ

ー

バ

ル

ビ

ジ

ネ

ス

流

通

経

済

流

通

ビ

ジ

ネ

ス

流

通

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

国

際

経

済

国

際

流

通

国

際

ビ

ジ

ネ

ス

会

計

会

計

ビ

ジ

ネ

ス

情

報

処

理

情

報

ビ

ジ

ネ

ス

事

務

情

報

情

報

会

計

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

地

域

産

業

ビ

ジ

ネ

ス

情

報

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

情

報

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

未

来

商

学

普

通

他

の

学

科

① 1 農1

② 1 農1

③ 1 農1

① 1

② 1

③ 1

① 2 3

② 2 3

③ 2 3

① 3 3

② 3 3

③ 3 3

① 2 2 2 2

② 2 2 2 2

③ 2 2 2 2

① 2 3

② 2 3

③ 2 3

④ 2 3

① 3 2 外2工1

② 3 2 外2工1

③ 3 2 外2工1

① 1 5 家1

② 1 5 家1

③ 2 5 家1

① 2 5 外1

② 2 5 外1

③ 2 5 外1

① 6

② 6

③ 6

① 1 1 工2

② 1 1 工2

③ 1 1 工2

① 1 2

② 1 2

③ 1 2

① 1 1 1

② 1 1 1

③ 2 1 1

① 1

② 1

③ 1

① 1 1 1 1

② 1 1 1 1

③ 1 1 1 1

① 1

② 1

③ 1

④ 1

① 1

② 1

③ 1

① 1 2

② 1 2

③ 1 2

① 2 1 1 1

② 2 1 1 1

③ 2 1 1 2

① 1

② 1

③ 1

④ 1

① 1 3

② 1 3

③ 1 3

① 1 農1工1

② 1 農1工1

③ 1 農1工1

2 〃 〃 〃 奈井江商業

学
年

設 置 学 科 併設学科

備考

1
空
知

道 全 深川東

番

号

管

内

設

置

者

課

程

学校名

4 〃 〃 〃 滝川西

3 〃 市 〃 岩見沢緑陵

6 〃 〃 定 有朋 単位制

5
石
狩

道 〃 札幌東商業

8 〃 〃 〃 江別

7 〃 〃 全 札幌国際情報

市 〃 札幌啓北商業

9 〃 〃 〃 千歳

14 〃 〃 〃 虻田

13
胆
振

〃 〃 苫小牧総合経済

12 〃 〃 〃 岩内 単位制

小樽未来創造 単位制

10 〃

定

函館商業15
渡
島

〃

全

11
後
志

道 〃

17 〃 〃 〃 八雲

16 〃 〃 全 福島商業

18
上
川

〃

全

旭川商業

定

20 〃 〃 〃 富良野緑峰

19 〃 〃 全 士別翔雲
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商

業

総

合

ビ

ジ

ネ

ス

グ

ロ

ー

バ

ル

ビ

ジ

ネ

ス

流

通

経

済

流

通

ビ

ジ

ネ

ス

流

通

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

国

際

経

済

国

際

流

通

国

際

ビ

ジ

ネ

ス

会

計

会

計

ビ

ジ

ネ

ス

情

報

処

理

情

報

ビ

ジ

ネ

ス

事

務

情

報

情

報

会

計

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

地

域

産

業

ビ

ジ

ネ

ス

情

報

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

情

報

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

未

来

商

学

普

通

他

の

学

科

① 1

② 1

③ 1

① 1 4 工1

② 1 3 工1

③ 1 4 工1

① 1

② 1

③ 1

① 1 3 看1

② 1 3 看1

③ 1 3 看1

① 1 1

② 1 1

③ 1 1

① 1 1 1

② 1 1 1

③ 1 1 1

① 1 1 2

② 1 1 2

③ 1 1 2

① 1 3 工1

② 1 3 工1

③ 1 3 工1

① 5

② 5

③ 5

① 1 1 1 1

② 1 1 1 1

③ 1 1 1 1

① 1 1 3

② 1 1 3

③ 1 1 3

① 1 4

② 1 3

③ 1 1 4

番

号

管

内

設

置

者

課

程

22
留
萌

〃 〃 留萌

学校名
学
年

設 置 学 科 併設学科

備考

21
上
川

道 全 下川商業

24
宗
谷

〃 〃 稚内 単位制

23 〃 〃 〃 苫前商業

26
オ
ホ

〃 〃 北見商業

25 〃 〃 〃 利尻

28 〃 〃 〃 紋別

27 〃 〃 〃 網走桂陽

30
釧
路

道 〃 釧路商業

29
十
勝

市 〃 帯広南商業

32 〃 〃 〃 中標津
R3 商業・事務情
報→総合ビジネ
ス

31
根
室

〃 〃 根室 単位制
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(4) 水産に関する学科

ア　水産教育の目指すもの

イ　各学科の特色（本科）

ウ　各学科の特色（専攻科）

エ　設置学科・学級数

海

洋

漁

業

海

洋

技

術

水

産

食

品

品

質

流

通

管

理

栽

培

漁

業

機

関

工

学

情

報

通

信

海

洋

資

源

普

通

他

の

学

科

① 1 1 1 1 漁1情1

② 1 1 1 1 漁1情1

③ 1 1 1 1

① 1 1 1 1 機1

② 1 1 1 1 機1

③ 1 1 1 1

① 1 1

② 1 1

③ 1 1

機 関 工 学 科

情 報 通 信 科

水産物の世界的需要の拡大、水産資源管理や水産物の安定供給の必要性の高まり、水産物の流通経
路の変化、消費者ニーズの変化など、水産業を取り巻く状況の変化に対応するとともに、新たな時代
の水産業や海洋関連産業を支える人材の育成が求められている。

海洋基本法第28条では、国民が海洋についての理解と関心を深めることができるよう、学校教育及
び社会教育における海洋に関する教育の推進が必要であること、水産基本計画では、次代の水産業を
担う幅広い見識と技術を身に付けた人材を育成するため、水産に関する高校・大学等を通じた実践的
な専門教育の充実を図る必要があることが示されている。

こうしたことから、水産教育においては、水産や海洋の各分野における基礎的・基本的な知識と技
術を習得させ、水産業や海洋関連産業の意義や役割を理解させるとともに、それらの諸課題を主体
的、合理的に、かつ倫理観をもって解決し、持続的かつ安定的な水産業及び海洋関連産業と社会の発
展を図る創造的な能力と実践的な態度を育成することをねらいとしている。
　なお、卒業後に上級資格の取得等を目標とした専攻科を設置している。

学　　科

専攻科の「機」は機関科

設 置 学 科 併設学科

備考

1
後
志

道 全 小樽水産 専攻科の「漁」は漁業科、「情」は情報通信科

番

号

管

内

3
釧
路

〃 〃 厚岸翔洋

海 洋 資 源 科

2
渡
島

〃 〃 函館水産

学校名

設

置

者

課

程

　水産物を中心とする食品の貯蔵・加工に関する学習のほか、食品の流通・販売・衛生管理
などについて学習する。各種食品製造実習や食品分析実験などが行われる。

　水産物を中心とする食品の品質管理や流通等に関する学習のほか、食品分析、冷凍冷蔵管
理など総合的に食品の安全性について学習する。食品サイエンス、食品トレーサビリティ
（食品の履歴管理）に関する実験・実習などが行われる。

　栽培漁業における種苗生産や資源管理を中心に、生産から流通・販売まで一貫して学習す
るほか、小型船の操船や潜水などについて学習する。臨海（古平）の栽培漁業実習場におい
て宿泊実習などが行われる。

　船用機関・機器の運転管理や、海洋・水産関連機械について各コースに分かれて学習す
る。大型船、小型船による実習や自動制御機器等の様々な実験・実習などが行われる。

　漁業生産や資源管理及び食品の加工・衛生管理など、海洋に関する幅広い知識と技術につ
いて各コースに分かれて学習する。小型船の操船、潜水、大型船を使用した実習や栽培漁
業、調理に関する実習などが行われる。

専

攻

科

学
年

　無線及び有線による電気通信や情報処理に関するハード及びソフトなどについて学習す
る。情報通信や電気・電子に関する実習などが行われる。

特　　　　色

学　　科

漁 業 科

情 報 通 信 科

機 関 科

特　　　　色

　初任の航海士に求められる専門知識・技術を習得させ、船舶職員としての資質を養うた
め、１年４か月の乗船実習などが行われる。

　無線従事者に求められる情報通信に関する高度な知識・技術を習得させ、通信技術者とし
ての資質を養うため、無線機器実習、情報通信実習、船舶実習などが行われる。

　初任の機関士に求められる専門知識・技術を習得させ、船舶職員としての資質を養うた
め、１年４か月の乗船実習などが行われる。

海 洋 漁 業 科

海 洋 技 術 科

水 産 食 品 科

品 質 管 理 流 通 科

栽 培 漁 業 科

　船舶の運航、漁業生産技術や、潜水技術、海洋スポーツなどについて各コースに分かれて
学習する。大型船、小型船を使用した実習などが行われる。

　船舶の運航技術や、水産増養殖、水産資源管理などについて各コースに分かれて学習す
る。大型船、小型船を使用した実習や栽培漁業に関する実験・実習などが行われる。
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(5) 家庭に関する学科

ア　家庭科教育の目指すもの

イ　各学科の特色

ウ　設置学科・学級数

家

政

生

活

文

化

生

活

デ

ザ

イ

ン

食

物

調

理

普

通

他

の

学

科

① 1

② 1

③ 1

① 1 5 商1

② 1 5 商1

③ 1 5 商2

① 1 1 農1

② 1 2 農1

③ 1 2 農1

① 1 農1工1

② 1 農1工1

③ 1 農1工1

食 物 調 理 科
　調理・製菓に関する知識技術について習得するとともに、これらの専門教育を通じ、自
ら学ぶ意欲を持ち、自己教育力の向上を図る生徒を育成する。

生 活 デ ザ イ ン 科
　生活やこれに関連するデザインに関する知識・技術を習得させ、家庭生活の発展を支え
る能力や生活の各分野に関する職業に従事する者として必要な能力と態度を育てる。

　少子高齢社会の進展やライフスタイルの多様化、食育の推進などの社会の要請に対応し、衣食住、
ヒューマンサービスなどにかかわる生活産業ヘの消費者ニーズの的確な把握や必要なサービス提供等
を行う企画力・マネジメント能力を身に付け、生活文化を伝承し創造する人材を育成することを目指
している。
　(ｱ) 家庭の生活にかかわる産業に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させる。
　(ｲ) 生活産業の社会的な意義や役割を理解させる。
　(ｳ) 生活産業を取り巻く諸課題を主体的、合理的に、かつ倫理観をもって解決し、生活の質の向上
　　と社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる。

学　　科 特　　　　色

家 政 科
　生活に関する知識と技術を習得させ、家庭生活の発展を支える能力や生活に関する職業
に従事する者として必要な能力と態度を育てる。

生 活 文 化 科
　生活や文化に関する知識と技術を習得させ、家庭生活の発展を支える能力や生活の各分
野に関する職業に従事する者として必要な能力と態度を育てる。

備考

1
空
知

市 全 三笠

番

号

管

内

設

置

者

課

程

学校名
学
年

設 置 学 科 併 設 学 科

2
石
狩

道 〃 江別

R5から名寄高校と再編統合のため募集なし

3 〃 〃 〃 当別

4
上
川

〃 〃 名寄産業
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(6) 看護に関する学科

ア　看護教育の目指すもの

イ　各学科の特色

ウ　設置学科・学級数
設置学科

衛

生

看

護

普

通

他

の

学

科

① 2 看2

② 2 看2

③ 2

① 1 3 商1 看1

② 1 3 商1 看1

③ 1 3 商1

(7) 福祉に関する学科

ア　福祉教育の目指すもの

イ　各学科の特色

ウ　設置学科・学級数
設置学科

福

祉

普

通

他

の

学

科

① 1

② 1

③ 1

　今日の高齢化の進展と疾病構造の変化に伴い、患者のクオリティー・オブ・ライフ（生活と人生の
質）を重視した在宅医療及び看護に対する社会的要請が増大している。また、現代の急激な技術革新
の中で、医療技術も高度化・専門化している。
　看護教育においては、看護の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを
通して、地域や社会の保健・医療・福祉を支え、人々の健康の保持増進に寄与する職業人として必要
な資質・能力を育てることをねらいとしている。

学　　科 特　　　　色

衛 生 看 護 科
（ 本 科 ）

看 護 科
（ 専 攻 科 ）

　看護に関する知識と技術を習得させ、保健・医療・福祉などの分野において看護の業務
に従事する者として必要な能力と態度を育てる。
　また、平成11年12月に保健師助産師看護師学校養成指定所指定規則（昭和26年文部・厚
生省令第1号）が改正されたことを受けて、平成14年4月から高等学校衛生看護科と専攻科
をあわせた５年一貫看護課程により看護師受験資格を取得できることとなった。

専攻科の「看」は看護科

番

号

管

内

設

置

者

課

程

学校名
学
年

1
空
知

道 全 美唄美華

オ
ホ

道

※ 　令和２年に保健師助産師看護師学校養成指定所指定規則（昭和26年文部・厚生省令第1号）の一部が改正
され、令和４年度入学生より教育課程の変更を行った。

専

攻

科

少子高齢化の急速な進展に伴い、地域における自立生活支援への志向や福祉ニーズへの多様化など
社会福祉に対する国民意識の変化に対応し、多様で質の高い福祉サービスを提供できる人材の育成が
求められている。

このような背景を踏まえ、福祉教育は、社会福祉に関する基礎的・基本的な知識と技術を総合的、
体験的に習得させ、社会福祉の理念と意義を理解させるとともに、社会福祉に関する諸課題を主体的
に解決し、社会福祉の増進に寄与する創造的な能力と実践的な態度を育てることをねらいとしてい
る。

学　　科 特　　　　色

2
宗
谷

〃 〃 稚内 専攻科の「看」は看護科

併 設 学 科

備考

全 置戸

福 祉 科
　社会福祉に関する基礎的・基本的な知識や技術を、実際的・体験的に学習する。高齢者
や障がい者等への総合的な介護活動等が実践できるよう多様な介護の場における実習が行
われる。

番

号

管

内

設

置

者

課

程

学校名
学
年

併 設 学 科

備考

専

攻

科

1
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４　公立高等学校職業学科卒業者の職業資格等取得状況（令和４年３月卒業）

(1) 農業に関する学科

プラチナ ゴールド シルバー ２ 級 ３ 級

全 日 制 1,009 12 23 234 19 540 20 1 3 220 268

比 率 (%) 1.2% 2.3% 23.2% 1.9% 53.5% 2.0% 0.1% 0.3% 21.8% 26.6%

定 時 制 89 0 0 8 1 50 0 0 0 11 11

比 率 (%) 0.0% 0.0% 9.0% 1.1% 56.2% 0.0% 0.0% 0.0% 12.4% 12.4%

乙 種 丙 種

全 日 制 36 5 479 8 26 19 812 172 38 38 31

比 率 (%) 3.6% 0.5% 47.5% 0.8% 2.6% 1.9% 80.5% 17.0% 3.8% 3.8% 3.1%

定 時 制 0 0 56 0 0 0 14 8 0 0 25

比 率 (%) 0.0% 0.0% 62.9% 0.0% 0.0% 0.0% 15.7% 9.0% 0.0% 0.0% 28.1%

２ 級 ３ 級 ３ 級 基 礎

全 日 制 4 66 1 1 61 96

比 率 (%) 0.4% 6.5% 0.1% 0.1% 6.0% 9.5%

定 時 制 0 0 0 0 0 0

比 率 (%) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

(2) 工業に関する学科

乙種４級 乙種４級以外 丙 種 第 １ 種 第 ２ 種

全 日 制 2,108 306 199 174 109 0 467 14 329 126 449

比 率 (%) 14.5% 9.4% 8.3% 5.2% 0.0% 22.2% 0.7% 15.6% 6.0% 21.3%

定 時 制 98 8 0 11 0 0 49 0 20 8 15

比 率 (%) 8.2% 0.0% 11.2% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 20.4% 8.2% 15.3%

１ 級 ２ 級 ３ 級 ４ 級 １ 級 ２ 級 ３ 級 基本情報 ITパスポート １級陸上 ２級陸上

全 日 制 6 71 1,566 28 6 91 498 20 6 0 85

比 率 (%) 0.3% 3.4% 74.3% 1.3% 0.3% 4.3% 23.6% 0.9% 0.3% 0.0% 4.0%

定 時 制 0 0 60 49 0 0 17 0 0 0 0

比 率 (%) 0.0% 0.0% 61.2% 50.0% 0.0% 0.0% 17.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

第 １ 種 第 ２ 種 第 ３ 種 第 １ 種 第 ２ 種 第 ３ 種

全 日 制 205 54 110 1 0 0 0 0 1 50 3

比 率 (%) 9.7% 2.6% 5.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.4% 0.1%

定 時 制 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0

比 率 (%) 0.0% 0.0% 5.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

工事担当者

AI・DD

総 合 種 ２ 級 ３ 級 ２ 級 ３ 級 ２ 級 ３ 級 ２ 級 ３ 級 ２ 級 ３ 級

全 日 制 0 0 48 1 27 0 0 0 2 5 22

比 率 (%) 0.0% 0.0% 2.3% 0.0% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 0.2% 1.0%

定 時 制 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

比 率 (%) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.1%

経済産業省情報処理技術者試験

土 木
施工管理
技 士 補

工事担当者
工業英語
能力検定

電気工事
施工管理
技 士 補

管 工 事
施工管理
技 士 補

建 築
施工管理
技 士 補

ボイラー
技 士
２ 級

毒物劇物
取 扱 者

ＡＩ

造 園 技 能 士 食生活アドバイザー検定

卒業者数
危 険 物 取 扱 者

技能検定

機械加工 電子機器組立 電気機器組立 機械保全 建築大工

特殊無線技士

ガス溶接
技 能 者

測量士・
測量士補

製図検定

チ ェ ン
ソー安全
衛生教育

刈払機取
扱者安全
衛生教育

電 気 工 事 士

計算技術検定 情報技術検定

ガス溶接
技 能 者

アーク溶
接技能者

土木施工
管理技士
２ 級

ＦＦＪ検
定 上 級

小 型
車 両 系
建設機械

トレース
技能検定
３ 級

卒業者数
アグリマイスター顕彰制度 日 本 農 業 技 術 室内園芸

装飾３級
測量士・
測量士補

毒物劇物
取 扱 者

造園施工
管理技士
２ 級

危 険 物 取 扱 者フラワー
装飾技能
士 ３ 級

小型ボイ
ラー取扱

者

造園技術
検定３級

食品衛生
責 任 者

ＤＤ
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(3) 商業に関する学科

応用情報 基本情報
情報ｾｷｭ ﾘ ﾃ ｨ
ﾏ ﾈ ｼ ﾞ ﾒ ﾝ ﾄ

ITパスポート １ 級 ２ 級 ２ 級 ３ 級 準 １ 級 ２ 級

全 日 制 2,148 0 58 2 58 2 104 1 37 1 21

比 率 (%) 0.0% 2.7% 0.1% 2.7% 0.1% 4.8% 0.0% 1.7% 0.0% 1.0%

定 時 制 41 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比 率 (%) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

準 １ 級 ２ 級 準 ２ 級 ２ 級 ３ 級
総合旅行
業 務

国内旅行
業 務

全 日 制 3 77 98 0 10 0 0

比 率 (%) 0.1% 3.6% 4.6% 0.0% 0.5% 0.0% 0.0%

定 時 制 0 0 0 0 0 0 0

比 率 (%) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

１級ﾋﾞｼﾞ
ﾈ ｽ 情 報

１ 級 ﾌ ﾟ ﾛ
ｸ ﾞ ﾗ ﾐ ﾝ ｸ ﾞ

２級ﾋﾞｼﾞ
ﾈ ｽ 情 報

２ 級 ﾌ ﾟ ﾛ
ｸ ﾞ ﾗ ﾐ ﾝ ｸ ﾞ

１ 級 ２ 級 １ 級 ２ 級 １ 級 ２ 級

全 日 制 557 176 1,386 266 682 1,010 538 941 675 863

比 率 (%) 25.9% 8.2% 64.5% 12.4% 31.8% 47.0% 25.0% 43.8% 31.4% 40.2%

定 時 制 1 0 7 0 6 13 3 7 1 6

比 率 (%) 2.4% 0.0% 17.1% 0.0% 14.6% 31.7% 7.3% 17.1% 2.4% 14.6%

１ 級 ２ 級 １ 級 ２ 級

全 日 制 63 185 1,341 726

比 率 (%) 2.9% 8.6% 62.4% 33.8%

定 時 制 0 2 4 14

比 率 (%) 0.0% 4.9% 9.8% 34.1%

(4) 水産に関する学科

乙種４類 乙種４類以外 ４ 級 ５ 級 ４ 級 ５ 級 １ 級 ２ 級

全 日 制 304 37 94 0 5 48 0 18 82 6 22

比 率 (%) 12.2% 30.9% 0.0% 1.6% 15.8% 0.0% 5.9% 27.0% 2.0% 7.2%

１ 級 ２ 級 １級陸上 ２級海上 ２級陸上

全 日 制 4 2 6 7 9 69 34 0 46 0 0

比 率 (%) 1.3% 0.7% 2.0% 2.3% 3.0% 22.7% 11.2% 0.0% 15.1% 0.0% 0.0%

１ 級 ２ 級 １ 類 ２ 類 ３ 類 １ 級 ２ 級 １ 級 ２ 級

全 日 制 85 109 26 22 62 81 76 0 48 10 33

比 率 (%) 28.0% 35.9% 8.6% 7.2% 20.4% 26.6% 25.0% 0.0% 15.8% 3.3% 10.9%

簿記検定

３ 級

全 日 制 113 22 17

比 率 (%) 37.2% 7.2% 5.6%

英語検定 珠算・電卓

全国商業高等学校長協会

情報処理検定 ビジネス文書実務検定 簿記実務検定 商業経済検定

0

0.0%

0

0.0%

全国商業高等学校長協会

卒業者数
危険物取扱者 ボイラー

技士２級

航海士（筆記試験） 機関士（筆記試験） 小型船舶操縦士
潜水士

日本商工会議所

簿記検定 販売士検定

上　　級

卒業者数

日本英語検定協会
実用英語技能検定

全国経理教育協会
簿記能力検定

金融財政事情研究会
ＦＰ技能検定

その他

実務技能検定協会秘
書検定

経済産業省
情報処理技術者試験

調 理 師
食品衛生
責 任 者

デジタル
３種工事
担 任 者

販売士検
定 ３ 級

HACCP 基
本技能検

定

水産海洋
技術検定

栽培漁業技術検定 水産食品技能検定 海洋情報技術検定 高等学校エンジン技術検定

無線通信
士第３級

第２種電
気工事士

潜 水 技 術 検 定 特 殊 無 線 技 士 第３種冷
凍機械責
任 者

ガス溶接
技 能 者
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(5) 家庭に関する学科

１級和服 １級洋服 １級食物 １級保育 ２級和服 ２級洋服 ２級食物 ２級保育 ２級 ３級

全 日 制 101 11 12 46 0 17 17 94 2 0 7

比 率 (%) 10.9% 11.9% 45.5% 0.0% 16.8% 16.8% 93.1% 2.0% 0.0% 6.9%

準 １ 級 ２ 級 ３ 級 １ 級 ２ 級 ３ 級

全 日 制 0 2 17 0 0 0

比 率 (%) 0.0% 2.0% 16.8% 0.0% 0.0% 0.0%

(6) 福祉に関する学科

１ 級 準 １ 級 ２ 級 準 ２ 級 ３ 級 ２ 級 ３ 級

全 日 制 10 0 0 0 0 2 0 2 10 10

比 率 (%) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 100.0% 100.0%

卒業者数

情 報 処 理 検 定 普通救命
講習修了

者

介護福祉
士受験資
格取得者

卒業者数
ワ ー プ ロ 検 定

家庭科技術検定 秘書検定

サ ー ビ ス 接 遇 検 定 ビ ジ ネ ス 文 書 実 務 検 定
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